ひまわり園　昨年度を振り返って
園長　水城淳一郎
令和2年度のひまわり園は、新型コロナウイルス感染防止の取り組みや、緊急事態宣言への対応等で、利用時間の短縮、全体会の中止、行事や販売活動の中止・延期・代替プログラムへの変更など、十分な運営ができない面も多々ありましたが、利用者、保護者、関係機関の協力もあり、新型コロナウイルス感染者はでませんでした。しかしながら、日々感染リスクに直面する事業で、メンタルヘルスの面では利用者、職員ともつらかった年度になったと思います。。
　その影響もあり、販売活動がほぼ中止状態でのＢ型事業での販売活動につきましては、売上は約５０パーセント減となり、カフェ・サンフラワーにつきましても、休業や時間短縮など厳しい状況でした。
　利用者支援につきましては、日々の健康チェック、消毒やマスク着用への支援、活動場面の分散や時間差など、感染防止に努めながら、利用者の強みを生かした支援（ストレングスの視点）を重視した実践に努めました。利用者のみなさんは、今までと大きく変わった生活様式に戸惑いや不安を感じているようでしたが、感染防止の取り組みを意識しながらの生活も、定着したように感じます。
　ワクチン接種も始まり、これからコロナウイルスが終息に向かっていくことを願うばかりです。
　今後も引き続き感染防止対策を行いながら、利用者みなさんのニーズの沿った支援が実施できるよう取り組んでいきます。
　併設する、居宅介護事業所ライフサポートてをつなぐにつきましては、コロナ禍による外出自粛等の影響もあり、ヘルパーの利用自体を中止する方などが多くありましたが、新規の利用契約もありました。利用者支援に関しましては、マスク着用、訪問前のアルコールによる手指消毒の徹底等の感染対策を十分した上で、支援を実施しています。その方に合った支援に取り組んだことで、自分でできることが増えるなど、ステップアップにつながったように思います。今後も、事業所との連携を行ない、よりニーズに沿った支援ができるよう取り組みたいと思っています。
